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１ 目 的 10.5 ポイント，太字ゴシック 

 小学校における生物学習は，・・・。 

（本文は 10.5 ポイントとして，１行当たりの

語数と行数は著者で決めて下さい。） 

田中（2006）は・・・・・と述べている。 

 

２ 方 法 

（１）教材研究 

 教材研究を行った。授業時間数は表１に示

す。 

表１ 教科の時間数 9 ポイント，ゴシック 

   

 

 

 

 

 

 

 

１）アブラナの花のつくり 

 アブラナの花のつくりを模式的に表すと次

のようになる。 

①めしべ 

めしべのつくりをここに示す。 

②おしべ 

 ・・・・・・・・・・・・・。 

２）ダイコンの花のつくり 

（２）実験方法 

 実験の過程は・・・・・・・・。 

 

３ 結 果 

 まず，・・・・・・・・・・・・・。 

・・・・・・・・・・・・・・・・  

・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

児童はアブラナやダイコンの花の観察か

ら・・・。この実験中の様子を図１に示す。 

↓ 下余白３０ミリ 

 

図１ 実験中の様子 9 ポイント，ゴシック 

 

これらの結果より，・・・・・・であった。 

 

４ 考 察 

これからの理科教育において，実験観察とい

う事実を通して仮説を導出し，その後適用をし

ながら概念を獲得するようにしていく

と・・・・・・。 

 北海大学附属中学校（2006）は，・・・・・・

と述べている。 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

５ まとめ 

 本研究では・・・・・・・・が明らかになっ

た。 
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